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な検討が行われないまま優位性を保っている(Moussu & Llurda, 2008)。この現状は日本
も例外ではない。例えば，日本人学習者は英語圏に対する愛着やあこがれの意識が強く，
英語圏の母語話者のように発音し，同じような表現を使うことを望むため，日本人の英語
は誤りであると捉えがちである(Yamada, 2013)。また Kubota と MacKay (2009)によれば，
英語圏中心主義的思考は多くの日本の学生が持っており，白人の英語教師に英語を教わり
























































過程に沿う形で進められなければならないと認識されている（Cook, 2001）。  
しかし，外国語を習得する際には幼児ではない限り，文法を学習し，語彙や表現を覚え，
その学習した知識を活用する練習を積まなければならないことは自明の事実である。専門
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